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研究成果の概要（和文）：　日本での産後の上肢機能障害に関する縦断研究を行い，上肢機能障害の有症率は産
後2か月が10.7%，6か月が9.9%であり，発症には育児行動が影響し，QOLが低下することが明らかになった。
　国際比較では，手と手関節部痛の有症率は中国（70％）が最も多く，日本（57.7%），ペルー（20.5%）の順で
あったが，上肢機能障害はペルーが38%と最も多かった。何れの国でも上肢機能障害の早期発見での自己検診の
有用性，予防・改善での育児行動の介入の必要性が示された。e-learningを利用した腱鞘炎予防プログラムを開
発し，運用実験を行った。効果的な活用については今後の課題である。

研究成果の概要（英文）：　Longitudinal research on hand joint pain and upper limb dysfunction was 
conducted among Japanese postpartum mothers. Participants reported upper limb dysfunction onset at 2
 (10.7%) and 6 (9.9%) months postpartum.　Onset of upper limb dysfunction affected child rearing 
activities, therefore lowered mothers QOL.
　This research was conducted also in China and Peru. The highest incidence of hand and hand joint 
pain was reported in China (70%), followed by Japan (57.7%) and Peru (20.5%). However, the highest 
incidence of upper limb dysfunction was reported in Peru. Data collected showed the necessity of 
interventions during child rearing to promote early detection of upper limb dysfunction through 
self-examination and to foster prevention and improvement of upper limb dysfunction symptoms. Based 
on our data, we developed an e-learning pilot course on tendinitis prevention. Further research on 
the effectiveness of the educational program is recommended.

研究分野： 助産学
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
産後の腱鞘炎をはじめとする上肢機能障害は，育児や家事に支障を来たし，QOLを低下させるだけでなく，児の
落下など安全にも影響する。本研究では，そのような問題を早期に発見する患者自身あるいは看護者による検診
法とその判定方法の有用性を確認することができた。また，判定結果に応じたe-learningを利用した腱鞘炎予防
プログラムは，患者や家族自身の学習，あるいは看護職による指導に活用することができる。産後の上肢機能障
害は世界共通の問題であり，国内外の母親の手や手関節部痛の悩みの軽減に寄与することができると思われる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
産後は，ドケルバン腱鞘炎（de Quervain tenosynovitis，以下 DT とする）にかかりやすい

（Schned,1986）。全 DT 患者の 40%は産後に発症し，育児による過剰使用が原因（Skoff.，2001）
とされている。我が国の産後の手と手関節部痛は 35%あり，両側性（41%）が多く，発症時期
は妊娠中から産後１年と長期にわたり，85%が育児や家事に困難を抱えている（佐藤ら，2015）。
そして DT の有病率は 14%（清重，1993）と報告されている。DT は再発を繰り返しやすいが，
早期発見と適切な対処や治療が行われれば回復も早く軽症で済む。しかし医療機関を受診する
母親は 13%と少なく，62%は対処していなかった（佐藤ら，2015）。佐藤ら（2015）は，看護
職による腱鞘炎誘発テストと Hand20（上肢機能障害評価表）を組み合わせた検診と適切な指
導（赤ちゃんの抱き方，抱きにくい赤ちゃんへの対応，育児用品の適正使用）が手と手関節部
痛の軽減に役立つ可能性を指摘した。母親は産後１か月を過ぎると医療機関を離れ，育児を優
先し受診しない傾向があることから自己管理が鍵となる。しかし手と手関節部痛や産後腱鞘炎
に関する情報は少なく，標準ケアも確立されていない。そこで手と手関節部痛の自己管理のた
めの WEB 教材を開発し，普及させることで手と手関節部痛や DT の有病率を減らすことがで
きると考えた。産後の手と手関節部痛の自己管理や介入法は国内外でも確立していない。産後
の腱鞘炎予防の自己検診と教育プログラムの開発は国内外の母親にも貢献できると思われた。 
２．研究の目的 
(1)産後の手と手関節部痛と上肢機能障害について縦断研究を行い，発症原因の特定，産後腱鞘
炎疑い，上肢機能障害と QOL や EPDS との関連について検討する。 

(2)産後の上肢機能障害に影響を与える因子について検討する。 
(3)産後の腱鞘炎予防のリーフレットによる啓発の効果を検証する。 
(4)産後の手と手関節部痛と上肢機能障害に影響を与える要因の国際比較研究を行う。 
(5)産後腱鞘炎の早期発見のための自己検診法と教育プログラムを開発し，e-learning 教材と運
用実験を行う。 

(6)看護職向け産後腱鞘炎予防研修プログラムを開発し，評価する。 
３．研究の方法 
(1)産後の母親の手と手関節部痛，上肢機能障害の有症率とその要因，QOL と EPDS との関連

について前方視的縦断調査（産後 5 日，2 か月，6 か月）を行った。 
(2)産後の上肢機能障害の発症に影響を与える要因について産後 2 か月と 6 か月で検討した。 
(3)産後入院中にリーフレットで腱鞘炎予防啓発を行い，産後 2 か月と 6 か月に追跡した。啓発
効果について(1)の結果と比較した。 

(4)産後 3 か月の母親を対象に，手と手関節部痛，上肢機能障害とその要因について，無記名式 
横断調査を日本，中国，ペルー，ブラジルで行った。 

(5)e-learning を利用した腱鞘炎の自己検診法と予防教育プログラムを開発し，スマートフォン，
パソコン等を使った運用実験を行った。 

(6)看護職を対象に腱鞘炎予防講座を実践し，評価した。 
国内研究は，研究者の所属大学及び協力施設の倫理委員会の承認を得て実施した。国際比較

研究では，研究者の所属大学及び協力国の大学や公的機関の倫理委員会の承認を得て実施した 
４．研究成果 
(1) 産後の母親の前方視的縦断調査 
目的 産後の手と手関節部痛，腱鞘炎疑い，上肢機能障害の有症率とその経過，また腱鞘炎疑
い，上肢機能障害と QOL，EPDS それぞれの関連を検討する。 
方法 産後 5 日，2 か月，6 か月に記名式調査を行った。内容は手と手関節部痛の有無，腱鞘
炎誘発テスト，Hand20（開発ﾊﾝﾄﾞﾌﾛﾝﾃｨｱ），EPDS 日本語版，EQ-5D-5L 日本語版（換算表か
ら QOL の効用値を算出）とした。統計学的分析は SPSS Ver.24 を用いた。 
結果 131 名（有効回答 68.9%）を分析対象とした。平均年齢は 31.7±5.2 歳で，初産 67 名
（51.1%），経産 64 名（48.9%），右利き 122 名（93.1%）であった。手と手関節部痛（5 日，2
か月，6 か月）は 17.6%，60.3%，34.3%，腱鞘炎疑いは 6.1%，32.1%，20.6%で何れも有意差
があった（p<0.001）。Hand20 の平均スコア（5 日，2 か月，6 か月）は，5.5±9.4 点，4.9±
7.6 点，4.0±8.4 点で，13.1 点以上は 12.2%，10.7%，9.9%で有意差は無かった。手と手関節
部痛の経過は 8 パターンあった。全て無 63 名（48.1%），「無・無・有」6 名（4.6%），「無・有・
無」25 名（19.1%），「無・有・有」21 名（16.0%），「有・無・無」7 名（5.3%），「有・無・有」
1 名（0.8%），「有・有・無」4 名（3.1%），全て有 4 名（3.1%）であった。腱鞘炎疑いの有無
と QOL との関連では，5 日（有 0.84±0.15 vs 無 0.84±0.14），2 か月（有 0.86±0.09 vs 無
0.92±0.01），6 か月（有 0.87±0.08 vs 無 0.94±0.08）ともに，有は無に比べて QOL スコア
が低く有意差があった（p<0.001）。上肢機能障害の有無と QOL との関連では，5 日（有 0.75
±0.13 vs 無 0.85±0.14，p<0.01），2 か月（有 0.79±0.12 vs 無 0.91±0.08，p<0.001），6 か
月（有 0.81±0.07 vs 無 0.94±0.08，p<0.001）で，有が無に比べて QOL スコアが低く有意差
があった。腱鞘炎疑い及び上肢機能障害の有無ともにEPDSスコア 9以上との関連は無かった。 
結論 手と手関節部痛と産後腱鞘炎疑いの割合は産後 2 か月が最も多く，6 か月では減少した
が，上肢機能障害は 10%前後で推移した。腱鞘炎疑いや上肢機能障害は QOL 低下に繋がった。 
(2) 産後の上肢機能障害の発症に影響を与える因子の検討 
目的 上肢機能障害の発症に影響する因子について検討する。 



方法 2016 と 2017 年に A 県で出産した女性に産後 5 日，2 か月，6 か月で記名式調査を行っ
た。内容は Hand20，背景（年齢，出産回数，利き手，既往歴，育児に伴う手と手関節部の痛
み，家事・育児分担状況，栄養方法，授乳回数，授乳時間，抱っこでの寝かしつけ時間，月経
再開の有無）等とした。Hand20 を 13.1 の基準値で二分したものを目的変数とした二項ロジス
ティック単回帰分析を行い，その後有意であった変数を説明変数として多変量解析（変数増加
法：尤度比）を行った。統計学的分析は SPSS Ver.24 を用い有意水準は 5%とした。 
結果 Hand20 の平均スコアは，2 か月は 5.3±8.6，6 か月は 4.5±9.5 で，13.1 以上は，2 か
月 49 名（11.4%），6 か月 30 名（9.9%）で，平均値及び 13.1 以上ともに有意な減少は無かっ
た。そこで 263 名を分析対象とした。多変量解析による Hand20 による上肢機能障害の有無に
影響（オッズ比，信頼区間）があったのは，2 か月は「抱っこに伴う痛み」（7.269，1.981-26.664），
「沐浴に伴う痛み」（3.348，1.204-9.308），「本人の育児分担の割合」（1.858，1.185-2.914），
「初経」（0.230，0.078-0.682），「仕事の有無」（0.293，0.117-0.731）であった。6 か月は「お
むつ交換に伴う痛み」（182.892，17.578-1902.930），「寝かしつけに伴う痛み」（11.052，
2.804-43.556），「抱っこに伴う痛み」（9.195，2.349-35.987）が影響し有意差があった。 
結論 上肢機能障害の発症予防では，育児行動に伴う痛みを確認するとともに育児方法を修正
する必要がある。産後 2 か月は初産婦，専業主婦，母親の育児分担割合に注意が必要である。 
(3) ガイドブック啓発による産後の腱鞘炎の早期発見と教育プログラムの評価 
目的 産後腱鞘炎の予防と早期発見・対応をめざしたガイド（リーフレット）を作成し，産後
入院中の啓発が上肢機能障害の発症を低減できるかについて検討した。 
方法 ①母親の自己管理支援のために，「産後のけんしょう炎予防ガイド（以下 A）」と「抱っ
こと寝かしつけ（以下 B）」を作成した。A の内容は，ドケルバン腱鞘炎とは，手根管症候群と
は，早期発見，予防，対処の仕方，受診，手と手関節部痛の調査結果とした。B の内容は，首
が座っていない時期の抱っこ，寝かしつけ，首が座った後の抱っこ，のけぞり対策等とした。
②A と B を産後 5 日に配布し，2 か月と 6 か月で郵送調査を行った。内容は腱鞘炎誘発テスト，
Hand20，A と B の活用状況と評価，手と手関節部痛の有無と対処行動等とした。③本研究の
対象者と前年度の啓発しなかった対象者との手と手関節部痛及び腱鞘炎疑い，Hnad20 の 13.1
以上の有症率を比較した。統計学的分析には SPSS ver.24 を使用した 
結果 ②では，132 名（68.0%）を分析対象とした。67.3%が痛みを我慢すべきと考えていた。
手と手関節部痛の有症者は（産後 2 か月，6 か月）53.0%と 34.1%であった。腱鞘炎疑いは 30.3%
と 22.7%であった。Hand20 が 13.1 点以上は 12.1%と 9.8%であった。次に AB の評価を以下
に示す。産後 2 か月では，「わかりやすかった」は AB ともに 93%を超えていた。「活用した」
は A が 48.5%，B が 43.4%であった。「役に立った内容」は A では，楽な抱っこの仕方 74.2%，
育児中の手と手関節部痛 47.0%，ストレッチ 37.1%であった。B では頚すわり前の抱っこ 57.6%，
痛みの 4 大原因 40.9%，寝かしつけ 30.3%であった。産後６か月で，定期的または気になった
時に痛みをチェックした人は 22.0%であった。予防や軽減を行った人は 64.4%で，内容は育児
グッズの使用 39.9%，抱っこの仕方に気をつける 36.4%，授乳クッションの使用 28.8%であっ
た。痛み有りの 54 名のうち受診者は１名のみであった。セルフケア（湿布やサポーター）を
行ったのは 34 名（33.7%）であった。情報を必要とした人は 90.2%で産後入院中 54.5%，妊婦
健診 43.2%，育児教室や講座 36.4%，産後健診 31.8%，新生児訪問 22.0%，乳児健診 16.7%，
赤ちゃん訪問 15.9%での提供を希望した。提供方法はパンフレットやちらし 48.5%，看護職の
個別相談 40.2%であった。③腱鞘炎の予防啓発の有（132 名）無（131 名）の 2 群で比較した。
有に DM/GDM が多く有意差があった（無 1 vs 有 11，p<0.05）が，他の属性は差がなかった。
啓発の有無によって，手と手関節部痛，腱鞘炎疑い，Hand20 の 13.1 以上の有症率に有意差は
なかった。しかし 6 か月では啓発無に比べ有で，抱っこでの寝かしつけの割合（無 78.6% vs 有
44.2%，p<0.001）が有意に減少し，寝かしつけの時間（無 24.4±17.7 vs 有 18.5±13.0，p 
=0.062）も短い傾向があった。 
結論 A と B の資料は 9 割以上がわかりやすかったと回答し，4 割以上に活用されたことから
有用であったと思われる。腱鞘炎予防の啓発は上肢機能障害の減少には繋がらなかったが，抱
っこでの寝かしつけを行う割合や時間の短縮がみられることから，産後早期から介入すれば上
肢機能障害の発症予防に繋がるかも知れない。今後の検討が必要である。 
(4) 手関節部痛と上肢機能障害の国際比較調査 
◎産後 3 か月の日本人母親に対する Hand20 の妥当性・信頼性の検証および上肢機能障害と育
児・家事と手関節部痛との関連 
目的 日本人の産後女性において①上肢機能を評価する Hand20 信頼性と妥当性の検証，②手
と手関節部痛および上肢機能障害と育児行動との関連を明らかにすることである。 
方法 A 市の保健センターの 3 か月児健診を受診した日本人の母親を対象に手と手関節部痛に
ついての調査票，DASH-JSSH，Hand20 を用いた無記名自記式質問紙調査を行った。調査票
の内容は，①背景（年齢，出産回数，利き手，手と手関節部の疾患の既往歴，就業状況，家事
分担状況，児の体重，児の栄養方法），②児を抱く頻度，③現在の手と手関節部痛の状況，④手
と手関節部痛に対する考え，⑤手と手関節部痛に関して行っていることであった。208 部（回
収率 50.4%）を分析対象とした。Hand20 の信頼性を Cronbach のα係数で検討し，収束的妥
当性を検討するために探索的因子分析，同時的妥当性を検討するために DASH 日本語版との
Spearman の順位相関係数を求めた。対象者の背景は記述統計した。Hand20 スコアは先行研



究の報告に基づき 13.1 点以上を「上肢機能障害あり」とし，上肢機能障害と育児行動との関連
をみるために機能障害ありとなしの２群比較を行った。比較にはχ2検定／Fisher の正確確率
検定，平均年齢及び児の平均体重の比較には対応のない t 検定を用いた。統計学的分析には
SPSS ver.25 を使用し，有意水準を 5%とした。 
結果 平均年齢は 32.5±5.0 歳であり，初産は 127 名(61.1%)，経産は 80 名(38.5%)であった
（1 名は無回答）。Hand20 の探索的因子分析で，Hand20 は一因子構造であった。そのため，
尺度全体の Cronbach のα係数は 0.95 であり，開発時に報告された Cronbach のα係数（0.95）
と同じであった。さらに DASH 日本語版との Spearman の順位相関係数はρ=0.72 (p<0.001)
と，強い相関を示した。産後の児の世話で，手と手関節部痛を起こしたことがある母親は 208
名中 120 名（57.7%）であった。この母親 120 名中，上肢機能障害がある Hand20 スコアが
13.1 点以上の母親は 28 名（23.3%）であった。手と手関節部痛が出る育児行動として，「児を
抱き上げる時」，「抱き下ろす時」，「オムツ交換の時」，「赤ちゃんを風呂に入れる時」の４場面
で，手と手関節部痛を起こしたことがある母親では，上肢機能障害と有意な関連が認められた。 
結論 Hand20 は産後女性においても，開発時と同様の因子構造を有し，高い信頼性と妥当性
が示された。また，手と手関節部痛を訴えている産後女性で上肢機能障害を有する割合は 23.3%
と高率で，特定の育児行動との関連が認められた。 
◎中国安徽省における産後 3－4 か月の母親の手と手関節部の痛みの実態 
目的 中国安徽省における産後 3－4 か月の母親を対象者に，育児時の産後の手と手関節部痛
の有無と育児行動との関連要因を明らかにすることを目的とした。 
方法 中国安徽省合肥市淝河鎮社区卫生服务中心と第二人民病院の免疫室で予防接種や受診を
するために来院していた 3－4 か月児を持つ，中国語の読み書きが可能な中国人の母親で，同
意を得られた 240 名を対象とした。調査期間は 2018 年 3 月 5 日から 2018 年 3 月 25 日であっ
た。回答の欠損の有無を確認し最終的に 220 名（91.7%）を解析の対象とした。質問紙は日本
人の母親を対象にした「手と手関節部痛についての調査票」を，研究協力者が中国語に翻訳し
た。調査票の内容は，①背景（年齢，出産回数，利き手，手と手関節部の疾患の既往歴，就業
状況，家事分担状況，児の体重，児の栄養方法），②児を抱く頻度，③現在の手と手関節部痛の
状況，手と手関節部痛に対する④考えと⑤行っていることであった。 
結果 対象者の平均年齢は 28.4±4.0 歳であった。初産婦は 128 名(58.2%)，経産婦は 92 名
(41.8%)であった。赤ちゃんの栄養法は，母乳が 124 名(56.7%)，ミルクと母乳が 72 名(32.7%)，
ミルクが 24 名(10.9%)であった。就業状況は常勤勤務者が 139 名(63.2%)，専業主婦が 66 名
(30%)，非常勤勤務者が 15 名(6.8%)であった。仕事の負担は軽労働が 116 名(52.7%)，中労働
が 81 名(36.8%)，重労働が 23 名(10.5%)であった。児の世話で手と手関節部痛がありは 156 名
(70.9%)で，なしは 64 名(29.1%)であった。「児の世話で痛みあり群」と「児の世話で痛みなし
群」の 2 群に分け，年齢，家事負担の割合，育児負担の割合，出産経験，就業状態，仕事の強
度，産前の手の痛みの経験，過去の病歴，手の腱鞘炎・リウマチ・骨折の既往歴の有無を比較
した。その結果，痛みを訴える母親では母親自身の家事負担の割合が有意に高かった。また，
産前の手の痛みの経験がある母親では有意に痛みを訴える母親が多かった。 
痛みが出る育児行動では，「抱いている」が 142 名(91.0%)と最も多く，次いで「抱きあげる」

が 68 名(43.6%)，「母乳をあげる」が 58 名(37.2%)，「ミルクをあげる」が 46 名(29.5%)，「抱
き下ろす」が 44 名(28.2%)，「お風呂に入れる」が 42 名(26.9%)，「オムツ交換」が 35 名(22.4%)
であった。149 名（95.5%）の母親が痛みを我慢すべきもしくは少し我慢すべきと回答し，147
名（94.2%）の母親は手の痛みがあっても治療を受けていなかった。 
結論 中国の産後 3－4 か月の母親の育児時の手と手関節部痛の有症率は 70.9%であり，日本
人等での報告と同程度の有症率であった。しかし，基本属性等では手関節部痛の有無に差はな
いが，手と手関節部痛を訴える母親は育児負担が有意に大きかった。中国では伝統的に育児や
産後の家事に対する祖父母の支援が大きい。本研究では家事負担の割合には差を認めないこと
から，中国でも産後の手と手関節部痛の予防・悪化防止に，育児への介入が重要であると考え
られた。また，痛みのある母親の 94.2%が治療を受けておらず，自分でできる短時間で効率の
良い予防/治療法の指導が望まれる。痛みが起こる育児行動の特徴を解析することにより，今後
中国の母親にとっても有効な支援が開発できると考える。 
Hand20 中国語版の開発 
上記の検討を前研究の中で行ったが，中国人女性に理解が難しい内容が見られた。Hand20

の項目の No.6「両手を使って牛乳パックを開ける」を「箸でものを挟む」，No.17「趣味がで
きる(絵，裁縫，スポーツ等)」を「趣味ができる(絵，裁縫，卓球等)」に変更したが，この変更
が原版の意図を十分に踏まえたものかについては検討の余地が残る。そのため，本研究報告書
には結果を報告せず，今後の研究課題とした。 
◎ペルーの産後 3 か月の母親の手と手関節部痛の有症率及び関連因子 
 ペルー人の産後 3 か月の母親の手と手関節部痛の実態及び関連因子を明らかにするために尺
度 DASH チリ版を選択した。Hand20 は開発者の許可を得てスペイン語に翻訳し，ネイティブ
チェック行った。 
目的 ペルーでの手と手関節部痛の有症率及び関連因子を明らかにするとともに DASH，
Hand20 尺度の実用性を検討する。 
方法 保健省の母子保健医療施設及び家庭訪問を利用した産後 3 か月の母親に手と手関節部痛



について，263 名を対象に DASH，Hand20，データ収集は無記名質問紙調査を用いて助産師
またはヘルスワーカーが行った。統計学的分析は SPSSVer.24 を使用した。 
結果 244 名（有効回答 92.8%）を分析対象とした。平均年齢は 25.4±6.2 歳で，初産 122 名，
経産 122 名であった。20.5%が手と手関節部痛を訴えた。育児行動に伴い痛みを訴えたのは 94
名（38.5%）であった。痛みにつながる育児行動は，「哺乳瓶でミルクをあげる時」，「抱きおろ
しをする時」，「母乳をあげる時」の順であった。痛みは，初産（13 名，10.5%）に比べ経産（37
名，30.3%）の有症率がより高かった。対象者の 14%は痛みを我慢すべきだと答えた。また，
痛みが発症した母親の 50%は，家事や育児の際に家族等の支援を得られる状況にあった。
Hand20（基準点 13.1）と DASH（基準点 10.1）による測定では，それぞれの障害の有症率は
38.5%と 38.7%であった。Hand20 の尺度全体の Cronbach のα係数は 0.98 であり，DASH は
0.97 であった。作成した Hand20 スペイン語版と DASHチリ版に高い相関を認めた（r＝0.81）。 
結論 手と手関節部痛の自己報告以上に，Hand20（基準点 13.1）と DASH（基準点 10.1）の
高得点者が多く，女性の手と手関節部痛に対する認識が低いことが明らかになった。痛みの認
識の低さは，産後女性の受診・治療の遅れ，症状の慢性化の可能性がある。Hand20 と DASH
による測定で痛みの存在と重症度が明らかになった。国内外のスペイン語系母親にとって，手
と手間接部痛の自己管理に，Hand20 スペイン語版は有効で適切な尺度であり，妊産婦の手と
手関節部痛や問題の予防，早期発見，治療での活用が可能であると考えられる。 
◎ブラジルの産後 3 か月の母親の手と手関節部痛の有症率及び関連因子 
 ブラジル人女性における手と手関節部痛の実態及び関連因子を明らかにするために DASH
ブラジル版を選択し，助産師による聞き取り調査を行った。調査での尺度使用の条件として，
一般人口での信頼性と妥当性の検討済であったため Hand20 は使用しなかった。 
結果 対象は 69 名（有効回答 100%）であった。対象者の 44 名 63.7%は DASH の合計点が一
般人口の 10.1 点 (Hunsaker 2002)を上回り，78 点が最も高く，65 点が 4 名もいた。 
結論 他国は自記式調査であるのに対し，本研究は聞き取り調査であったことが，DASH のス
コアが他国より高くなった要因と思われる。 
(5) e-learning を利用した産後腱鞘炎予防プログラムの開発と運用実験 
目的 産後腱鞘炎予防プログラムの開発と運用実験を行い，有用性と課題を明らかにする 
方法 『けんしょう炎予防プログラム』（8 章，45 分）を開発した。プレテスト後，第 1 章な
ぜ予防なのか，第 2 章セルフチェック，第 3 章手と手首の病気，第 4 章ストレッチ，第 5 章抱
っこと体の使い方，第 6 章寝かしつけと育児グッズ，第 7 章まとめ（40 分）に，改造した。 
運用実験：所属大学の学習管理システムで運用し，2018 年 12 月～2019 年 1 月に A 県の市の
窓口，健診（妊婦，産後，乳児）や入院時，新生児訪問等を介して依頼文書を配布し，無記名
WEB 調査を行った。対象は，妊婦（32 週以降）と産後の母親（6 か月迄）とした。登録時に
年齢，妊婦/産後，子の数，手と手関節部痛の有無を記入し，視聴可能とした。利用環境，教材
の長さ，わかりやすさ，よかったもの，取り入れたい内容，総合的満足度に回答を求めた。 
結果 985 部の依頼文書を配布し，48 名が登録し，28 名（妊婦 4，産後 24）（初産 2，経産 26）
が回答した。12 名に手と手関節部痛があった。82%がスマートフォン使用であった。長さは丁
度よかった 75%，わかりやすかった 71%であった。良かったのは，抱っこと体の使い方 61%，
ストレッチ 54%，セルフチェック 36%で，取り入れたいものは，抱っこと体の使い方とストレ
ッチそれぞれ 72%，寝かしつけの仕方 44%だった。68%が満足した。 
結論 経産婦の視聴が多く，手関節部痛の経験による関心の高さが影響したと思われる。わか
りやすい，取り入れたい等の回答が多く，本プログラムは有用だと思われる。産後腱鞘炎の予
防と自己管理教育の可能性が示されたが妊産婦への周知が課題である。 
(6) 看護職向けの産後腱鞘炎予防講座の実践と評価 
目的 「産後腱鞘炎予防のための育児アドバイス講座」のカリキュラムを開発し，受講者評価
から今後の課題について検討した。 
方法 2019 年 3 月に A 県や助産師会等を通じて参加者（定員 25 名）を募集した。内容は，1.
産後にみられる上肢機能障害とその要因，2.上肢機能障害のスクリーニングと重症度に応じた
助言，3.上肢機能障害に対するセルフケアの方法，4.上肢機能障害を予防する育児方法，5.家族
の支援や社会資源の活用で構成（演習・討議を含む 4 時間）した。講座では研究者らが開発し
た『産後腱鞘炎予防ハンドブック～支援者用～』と「e-learning けんしょう炎予防プログラム」
を使用した。終了後に無記名式調査を行った。内容は，年齢，所属，経験年数，腱鞘炎予防ケ
アの実施経験や情報の有無，講座の満足度，期待どおりの内容か，理解度，講座の時間，説明
のわかりやすさ，仕事への活用，興味のあった項目とその理由等である。 
結果 参加者 25 名，年齢は 20 代が 9 名で，他の年代は 4～6 名であった。助産師 11 名（訪問
4 名，病院 4，診療所 3 名），行政保健師が 9 名，その他 5 名（学校，保育所等）であった。経
験年数は 5 年以内が 11 名と多かった。産後腱鞘炎の予防やケアの経験無しが 15 名あった。産
後腱鞘炎の情報は無かったが 14 名であった。25 名が満足し，期待どおりの内容で，理解でき，
わかりやすい説明であったと回答した。24 名がちょうどよい長さで，仕事での活用できる，ス
トレッチと育児方法は簡単に行え，実施しやすいと答えた。活動の場が違う参加者との討議で
新たな気づきもあった。スクリーニングと助言は健診で使える等の記述があった。 
結論 講座は腱鞘炎のケアの経験や情報の有無に関わらず，満足度が高く，期待に応える内容
であった。活動の場が異なる参加者の交流は腱鞘炎予防のシームレスケアに繋がると思われる。 
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